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令和4年度政策提言別添資料

目的：
記録者：

日時： 令和4年5月24日（火）16:00～17:00
取材先：
対応者： 松下(副委員長)、増田
【報告内容】
■地域商社曲辰へ地域商社についてとふるさと納税との関係について
　ふるさと納税の返礼品に商品を提供している地域商社として、どういう経緯やコンセプトで
　返礼品を載せているのかを取材した。

　1)曲辰の業務内容について
　　①津山市で生産された農産物などをパッケージを整え、それを市内外での物産展などに
　　　持ち込んで広報活動をするなどしている会社であるということ。
　　②津山市の生産物をブランディングし、県外に広めるという活動を行っている。
　　　また、それ以外にも地元企業と協力し、ラジコン草刈り機など様々な商品開発を
　　　行っている会社であった。

　2)ふるさと納税との関係について
　　①曲辰ブランドのお米・日本酒飲み比べセット・クラフトビール・そずり鍋セット等を
　　　ふるさと納税に登録しているとのこと。
　　②牛魔王というスパイスを開発したのだが、原材料は津山産でも加工が広島の為、
　　　それでは返礼品には載せられないということであった。

■津山市産業文化部　商業・交通政策課への取材について
　ふるさと納税を取り扱っている津山市役所の部署である商業・交通政策課へ取材を
　行った。
　1)具体的な活動内容について
　　①県内外PR活動
　　　曲辰と共に津山ブランド商品などの広報活動を県外などに赴いて、PRイベントに
　　　行くこともあるとのこと。その際にプレゼンするための資料などが大量に用意されて
　　　いた。
　　②返礼品への対応
　　　返礼品のチェックやその返礼品が届かないなどのクレーム、ほかにも問い合わせなど、
　　　とにかく全般をフォローしている様子だった。

津山市役場東庁舎　地域商社曲辰　及び　商業・交通政策課

取材報告書
ふるさと納税について

対応チーム： 経済経営チーム 増田
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令和4年度政策提言別添資料

　2)ふるさと納税担当課の現状について
　　①ふるさと納税をメインで担当している人員が1人とのこと。
　　　基本的に返礼品のチョイスというのは、企業側から申し出のあったものを
　　　チェックし、掲載するとのこと。
　　②寄付額を増やすために積極的に企業側に返礼品を求めないのかと質問したところ、
　　　やりたいと思っているが、それだけの時間がとれないとの事であった。

　3)取材担当者からの考察
　　津山YEG内でも勉強会を開くなどして、ふるさと納税の返礼品のラインナップを増やして
　　いく活動なども面白いかもしれません。

令和4年度政策提言委員会
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津山市ふるさと納税の現状(R3.1.1～R3.12.31)
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取材当日に津山市より頂いた資料①



取材当日に津山市より頂いた資料②

津山市ふるさと納税県内ランキング
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目的：
記録者：

日時： 令和4年6月17日（金）14:00～15:00
取材先：
対応者： 宇治(副会長)、松下(副委員長)、増田
【報告内容】
■吉備中央町役場でのふるさと納税、その対応や企画についてヒアリング
　1)吉備中央町でのふるさと納税の具体的な活動について
　　①吉備中央町の特産品であるお米をメインに取り扱っている。その方法として、お米を
　　　単品で出品するだけでなく、定期購入に結びつけるよう考えられていた。
　　②吉備中央町のふるさと納税の使い道はすべて農家支援にあたっているとのこと。
　　③吉備中央町は農家の町ということで、ふるさと納税で農家支援をすることがそのまま
　　　住人の支援に直接つながりやすい。
　　④ふるさと納税の町独自サイトを立ち上げ、そこから寄付を集めているとのこと。
　　⑤通常の流れとしてはお米の流通については農協が行っている。

　2)ふるさと納税担当課の現状について
　　①ふるさと納税を担当している職員は、兼務を合わせると11名で対応しており、問い
　　　合わせに対しては11人だれでも対応できる体制とのこと。　
　　②返礼品について、在庫が足りない場合は町内の買付を行ったり、在庫として余るよう
　　　であれば、いろいろなサイトに登録や宣伝等に力を入れるなど職員が適宜対応して
　　　いるとのこと。
　　③返礼品の企画等は職員が行っており、民間からの企画提案などの応募は少ない状況。
　　
　2)取材者からの考察
　　①ふるさと納税の仕組みを利用した特産品の米をサブスクリプリョンのような形で
　　　提供するモデルは非常に先進的に感じた。また、その納税使途を農家支援に絞る
　　　ことにより、ふるさと納税を活かしたサプライチェーンを確立しており、まさに
　　　経済循環が成り立っていると感じた。

令和4年度政策提言委員会

取材報告書

経済経営チーム 増田

吉備中央町役場　協働推進課

吉備中央町のふるさと納税について取材
対応チーム：
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目的：
記録者：

日時： 令和4年11月25日（金）10:00～11:00
取材先：
対応者： 志水(委員長)
【報告内容】
■津山の地域通貨現状とこれからの展望について津山市役所担当課へ取材
　1)津山における地域通貨の現状について
　　①コロナ禍において、地域経済活性化政策として、令和２年度以降に以下の地域商品券
　　　が登場した。
　　　　石垣、スマイル、さくら、うまい券、シン・さくら、シン・うまい券など
　　　※上記はすべて紙ベースのものだった。
　　②令和３年度にeつやま商品券という電子商品券を発行したということ。
　　　eつやま商品券は、商品券として運用しているため、現在の運用では金額のチャージ
　　　機能などはなく、地域デジタル通貨と呼ぶには不十分なものとのこと。
　　③eつやま商品券はおまかせeマネーというNTTカードソリューションズの既存システム
　　　を入札の上、決定している。

　2)今後の運用について
　　①紙ベースの商品券でないと高齢者層が使いにくいという意見がある一方、他の自治体
　　　サービスなどは電子化の成功例もあるため、電子化を進めて行きたいとのこと。
　　②市としても地域デジタル通貨について、研究中とのこと。
　　③今のeつやま商品券は広報機能などをもたせれるようなプラットフォームとしては機能
　　　していないということだった。

令和4年度政策提言委員会

取材報告書
地域デジタル通貨について

対応チーム： 経済経営チーム 志水

津山市役場東庁舎　津山市産業文化部　商業・交通政策課
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目的：
記録者：

日時： 令和4年7月10日（日）8:00～9:00
取材先：
対応者： 志水(委員長)、池口(副委員長)
【報告内容】
■津山で開催されている朝市にて主催者及び出店者に取材
　1)朝市の概要について
　　①26年間続いている朝市。周辺住民の有志で運営されいる。
　　②運営スタッフは設立当初から継続的に携わっている方も多いが、高齢化も進んできて
　　　おり、総会では継続の是非の話も出ている模様。現状は昔から継続的している。

　 　　③「朝市のファンのために」というモチベーションで開催しているとのこと。
　　④直近の開催時には200～300人訪れており、近隣の方だけでなく車での来場も多い
　　　とのこと。また、来場客は若者もいるが高齢者層が多い。

　2)出店店舗について
　　①農作物や生花などだけではなく、海産物や天然酵母パンなども出店されており、
　　　津山だけでなく、県南部の市町村からも来ている。
　　②県南部沿岸から来ている海産物出店者は毎回出店されてるらしく、産地直送で新鮮な
　　　ものを売り出されていた。
　　③大雨を除けば雨の日も開催されており、月一ではあるが継続的に開催されている。
　　④天然酵母パンの方は県内遠方から出店しており、16年間継続して出店されている。

　3)顕在する問題点について
　　①賑わいがだんだんと減ってきている気がしているという声もあった。
　　②現在の出店料は安価だが、客足の減少に伴い、だんだんと出店料も下がってきた。
　　　今は　”客数が少なくなる⇄出店店舗が減る”　という状態。
　　③同事業を継続して開催していくのに対しての後継者問題などこの築き上げ朝市のブラ
　　　ンドを後世に残していくにはテコ入れが必要と感じた。

　3)取材担当者からの考察
　　①現在ではマルシェなどが各地で行われているが、今回の朝市はまさにこのような
　　　マルシェの前身と考える。マルシェは年一回の開催であったり、頻度が少ないことが
　　　多く、お祭り的なイベント価値があるが、生活に根づきにくい。
　　②朝市の定期性と継続性を見習い、活性化に活かしていける活路があるのではないかと
　　　感じた。

令和4年度政策提言委員会

対応チーム： 生活観光チーム 志水

市内某朝市

取材報告書
津山市内における朝市視察

8



令和4年度政策提言別添資料

目的：
記録者：

日時： 令和4年10月30日（日）11:00～14:00
取材先：
対応者： 宇治(副会長)、池口(副委員長)、内田、鈴木、竹内

【報告内容】
■TSUYMA FOOD COLLECTIONおよび桃TARO EXPOにて行ったアンケート集計
　上記2つのイベントに赴き、アンケートを実施。その集計を以下に記す。
　1）マルシェ出店のきっかけ
　　・他の出店者からの依頼。
　　・主催者と面識があった。　

　 　　・知人からの紹介。

　2)マルシェの出店回数
　　・初めて ・10回以上 ・年10～20回
　　・2～4回 ・月に15回
　　・5～10回 ・年10回

　3)他の団体が主催するマルシェとの違いはあったか。
　　・運営がしっかりしている。 ・準備を手伝ってもらえた。
　　・テーマがある。 ・電源が用意されていた。
　　・規模が大きい。 ・出店者が多いから来場者も多い。
　　・スタッフが多い。 ・テントが有料。
　　・子供が多い。 ・準備が楽だった。

　4)マルシェを出店してみての課題
　　・搬入できる時間を早くしてほしい。 ・飲食スペースの有無が分かりにくい。
　　・搬入の時間を分けてありスムーズ。 ・駐車場が近くてよかった。
　　・列ができて他店に迷惑がかかっていた。 ・文句なし。
　　・行列がすごい。 ・情報共有のやり方。
　　・各種届出が簡単でやりやすかった。

　5)その他、ご意見等
　　・雨が降らなくてよかった。

TSUYMA FOOD COLLECTIONおよび桃TARO EXPO

取材報告書
マルシェ参加のみなさま(出店者さま)へのアンケート

対応チーム： 生活観光チーム 池口
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令和4年度政策提言委員会

写真1 TSUYMA FOOD COLLECTIONの

様子

たくさんの一般客であふれていた。

写真2 桃TARO EXPOの様子

大いに賑わいを見せていた。

写真3 桃TARO EXPOの様子

美咲町のキャラクターも来ており、町

の参画が垣間見られた。
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令和4年度政策提言別添資料

目的：
記録者：

日時： 令和4年11月21日（火）9:00～10:00
取材先：
対応者： 志水(委員長)、池口(副委員長)

【報告内容】
■津山市における公園などの施設利用申請について取材
　都市公園に当たる公園（津山のマルシェを行うような大きな公園はほぼ都市公園）
　について申請書など手続きについてヒアリングをした。
　1)利用申請について
　　①申請については使用二ヶ月前からの開始としている。

　 　　②リージョンセンターやペンタホールは半年前からの予約ができるため、申請時には
　　　同施設とのイベントのかぶりがないかを確認している。
　　③公園係の人員配置としてはリージョンセンターに1人。市役所に4人。

　2)マルシェ開催について具体的な申請方法まとめ
　　以下に図を用いながらまとめた。
　　①津山市HP上にある申請書をDLして公園係に持って
　　　ことになっているがどの申請書が必要か、わかりにく
　　　いため、公園係に一度出向き、申請書の書き方を確認
　　　する必要がある。
　　②主催者は公園係担当と直接話しをする。
　　　申請方法の相談や駐車や乗り入れ可能エリアの確認、
　　　禁止事項などを直接伝えている。
　　③窓口で書類記入方法の案内や必要書類を案内して
　　　もらえるとのこと。このときに食衛などの案内も
　　　簡単にしてあげると丁寧だと感じた。

　3)取材担当者からの考察
　　①公園係に相談しやすい窓口がすでにあることはいい点だとおもった。
　　②しかしながら、入口として手続きの難しさはあり、まずはHPの案内を丁寧にすべき
　　　と感じた。
　　③マルシェなどの取り組みが既存のリソースを使った観光産業となりうる点は市の担当
　　　者にも共感をいただけたと感じた。

津山市関係者

取材報告書
公園係にマルシェ主催出店の実情をヒアリング

対応チーム： 生活観光チーム 池口

HP閲覧

公園係に連絡

市役所にて直接
交渉

各種手続き

開催

主催者として
マルシェ始める手順

①

②

③
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令和4年度政策提言別添資料

　　④女性担当者と話した際、主催者や出店者として主婦層が参画が増えつつあることは
　　　把握されており、我々の考えに同調して頂けた。（女性のサードプレイス）
　　⑤人マッチング、場所マッチングは収益が絡む事があり市の広報を使うことができる
　　　かは、公園係の判断では難しいこともあるとのこと。

令和4年度政策提言委員会
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目的：
記録者：

日時： 令和4年6月1日（火）19:30~21:00
取材先：
取材者：
【報告内容】
■津山の日制定に向けた提言調査のため岡山YEGへ訪問・取材
　1)岡山市民の日についての経緯と概要
　　①岡山YEGでは12年前に岡山市へ「岡山市民の日」の制定に向けた提言をし、
　　　同提言より2年後に岡山市民の日が制定されている。
　　②岡山市民の日を主として取り扱う委員会を制定より10年間設置し続けている。

　2)今年度の岡山市民の日委員会活動について
　　①制定より10周年の今年は岡山市民への認知度を見直すため、再出発とし、
　　　「本気なんです!岡山市民の日!」と銘打ち、SNSなどの広報を広く実施していた。
　　②インスタグラムを用い岡山市民の日専用アカウントへのフォロワー数1000人を
　　　当日までの目標に定め、達成されていた。
　　③現代の人の行動指針となるAISASの法則(注意,興味,検索,行動,共有)に基づいた
　　　ビジョンを掲げ、運用計画を明快にしていた。以下に具体例を記す。
　　　　1年目：仕組みづくりと認知度向上
　　　　2年目：認知・興味・検索

　 　　　　3年目：参加・シェア

　3)取材者からの考察
　　①制定に向けた提言にプラスして提言内容が実現したあとの短期、中期、長期での
　　　ビジョン提案も必要。具体的なビジョンを提示することで提言の採用確率も高まり
　　　未来のためになぜ提言するのかがより明確になる。
　　②今年度の提言活動は描く未来を想像できるものとしていきたい。
　　　

令和4年度政策提言委員会

取材報告書
岡山YEG主催　岡山市民の日記念例会へのオブザーバー参加

対応チーム： 津山の日チーム

岡山YEG
釣谷(会長),神田(専務理事),鳥越(監事),宇治(副会長),赤松(理事),志水(委員長),板倉(運幹),正影(PR)

志水

写真4 岡山市民の日記念例会の様子

オリジナルTシャツや地元インフルエンサーを

巻き込むなど多岐に渡る活動をしていた。
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令和4年度政策提言別添資料

目的：
記録者：

日時： 令和4年7月4日（月）10:00～10:30
取材先：
対応者： 宇治(副会長)、志水(委員長)、池口(副委員長)、板倉(運営幹事)、赤松(理事)、正影、廣田

【報告内容】
■令和4年度政策提言のテーマについて市長と意見交換
　1)令和4年度政策提言について概要説明
　　①津山市長谷口圭三様、みらいビジョン戦略室寺坂様へ当委員会の提言内容の
　　　大枠説明用の資料を用い(資料参照)、今年度の流れの説明を行った。
　　②津山の日においては目的、ビジョン、具体的な日程の話を盛り込み、提言に至った
　　　際のことなどを共有した。

　2)市長から現状の市政についての説明
　　市長から今年の所信表明と重点目標の資料をいただき、提言に対しての意見を頂いた。
　　①経済経営分野について
　　　・財政=経済と捉えている。
　　　・行政改革の3M（ムラ・ムダ・ムリ）に取り組みながら思いを形にする人の存在を
　　　　活かした市政を行う。

　 　　　・DMOや公民連携事業はまさに重点項目。
　　②生活・観光分野について
　　　・観光はこれからもっと伸びる。実際に今年は調子がよい。
　　　・具体的な成果として、
　　　　　さくら祭り　10万人
　　　　　牛魔王　1.1万人
　　　　　スイーツフェスタ　5000人
　　　　など数字に現れて来ている。これからはアフターコロナに向け、特に台湾を
　　　　ターゲットにしたインバウンドに力を入れていきたい。
　　　・研修旅行誘致や津山のまちじゅう博物館構想にも力を注ぎたい。
　　③津山の日分野について
　　　・2月11日は建国記念日と同じ。
　　　・市政功労賞の表彰日でもある。
　　　・津山100周年に向け市としても力を入れているところ。
　　④その他
　　　ローカルファーストや災害復旧（レジリエンス性）、健康寿命について

令和4年度政策提言委員会

対応チーム： 委員会対応 志水

取材報告書
市長訪問の上意見交換

津山市長　みらいビジョン戦略室
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令和 4 年津山商工会議所青年部 政策提言委員会 

参考写真：岡山市民の日 

市長訪問時に配布した資料



令和4年度政策提言別添資料

目的：
記録者：

日時： 令和4年8月26日（金）18:00～20:00
取材先：
対応者： 釣谷(会長)、神田(専務理事)、白石(理事)、政策提言委員会メンバー
【報告内容】
■津山市の提言内容に関わる担当者との意見交換
　提言予定の3分野についてそれぞれのチームリーダーより説明を行った上で意見交換を
　実施した。
　1)経済経営チームについて
　　ふるさと納税についての提言の進捗を発表した後、以下の意見が出た。
　　　・市役所担当課の人数が少ないことは一つの問題点として理解してもらった。
　　　・これからの具体的な提案（描くビジョン）として以下の内容を共有した。
　　　・モノよりコトのふるさと納税（サービスなど）。
　　　・生活インフラやサブスクに着目したもの。
　　　・津山ブランドを確立させるもの。
　　　・ポータルサイト等の充実が必要。

　 　　　・津山産として売り出していきたいものをつかったブランド戦略（麦など）。
　2)生活・観光チームについて
　　マルシェや朝市についての提言の進捗を発表し、以下の意見が出た。
　　　・津山小麦×パン等の強みを生かした観光や場作り。
　　　・高知のひろめ市場等を参考に『集まる仕組み』を集約する。
　　　・マルシェイベント一覧を市役所管理のHPでデータベース管理するのは良い案。
　　　　→例えばイベント一覧用の書式等を添付する提案。申請資料の共通化も課題。
　　　・強みを活かせる提案をしたい。津山に肉やグリーンヒルズを使ったBBQプラン。
　　　・人×人のマッチングは産業支援センターが行っている。
　　　・津山マトメルマルシェのハッシュタグを認知してイベント数を把握。
　3)津山の日チームについて
　　津山の日を制定に向けた提言の進捗を発表した後、以下の意見が出た。
　　　・何を行う日かを明確にする（描くビジョン）。
　　　・観光団体や各種団体の声を集め巻き込み広げる。
　　　・街を好きになるようなものにしたい。
　　　・津山市民の思い出になるような日にしたい。
　　　・条例として制定の必要がある。
　　　・プロセスとして議会発議を利用することもあり。

令和4年度政策提言委員会

津山市関係者

取材報告書
津山市関係者との意見交換（さくら会議）

対応チーム： 委員会対応 志水
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